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 札幌市立平岡中央中学校 

 

令和元年（2019年）11月 28日 

僕は一学期の終わりにパートリーダーに決まった。そして二学期になり学校祭が終わると、本格的に練習が始まった。最

初は金賞をとれなくても、いい歌になれば良いなぐらいしか思っていなかった。しかし、皆の練習に取り組む姿を見て、や

っぱり金賞を目指して頑張ろうと思った。最初の時は、自分が歌うのに精一杯だった。しかし練習を重ねていくうちに、少

しは周りを見れるようになってきた。そこで、他のパートリーダーと話し合い、今日はどこを練習するかなど目標をもって

練習に取り組めるようになった。しかし地道な練習ばかりだと皆があきてしまうから、ずっと同じ練習をやらないようにす

るなど色々な工夫をした。また、音楽の時間に直された所やアドバイスなどを意識してやると、かなりいい合唱になったと

思うことができた。本番前日などは、皆が盛り上がるような歌を歌うなどして、とても良い雰囲気にすることができた。そ

して、本番、声出しからも含めて皆で最高の歌を歌うことができた。結果は金賞で皆で喜び合うことができた。 

１年３組 中村 一翔 

私は今回、初めて賞というものをとることができた。陸上も球技も合唱もとれなかった私が、金賞というものをとれたの

は、皆のおかげだと思う。ソプラノのパートリーダーとして練習をしてきて最初は上手く進められず不安だったが、パート

の皆が反省点を出してくれたため、スムーズに進めることができた。合唱練習を楽しくできたことはこのような温かい雰囲

気を作り、保てたからだと思う。合わせる練習をしているときには、今まで気づかなかった所に気づけたり、綺麗にまとま

るように話し合ったりできてとても充実した練習ができたと思う。今年は衝突もなく、決めたルールを破ることなく楽しん

で合唱できたため良かった。また、本番は練習のようにできないところもあったが、金賞をとれて嬉しかった。 

「やばい、不安すぎる」と、最初は誰もが思っていた。皆の気持ちがバラバラで、もめ事も多くなり、今年も賞がとれな

いのではないか、後悔するのかもしれないと不安だった。私たちが変われたのは、田中先生の言葉のおかげだと私は思う。

皆が気持ちを入れ直し、一つになれた気がした。それからの練習は自分達でも実感できるほど、成長していけた。それは、

田中先生だけでなく、プロジェクトメンバーの人、動画をとったり指導してくださったりした先生方、たくさんの人に支え

られて私達はここまでこれたことを忘れてはいけないと思う。皆で意見を出し合い、心も歌も成長していけた。本番前の円

陣、皆の気持ちは高まり、一つになれた。そして結果は金賞。こんなに力のこもった合唱コンは初めてだし、こんなに成長

を実感して喜び合えた合唱コンは私にとって最初で最後だった。私達 3年生にとっての最後の合唱コンクールは、クラスが

成長できた最高の行事となった。 

２年３組 大橋 奈央 

 

３年２組 斉藤 有咲 

合唱コンクール 審査結果 

１年生  金賞 ３組「新しい世界へ」 
          銀賞 ２組「地球星歌」 
２年生  金賞 ３組「走る川」 
          銀賞  １組「ヒカリ」 
３年生  金賞 ２組「信じる」 
          銀賞 １組「夜明けから日暮れまで」 
  審査員特別賞 ７組「風が吹いている」 



12月のおもな行事予定 

 

大山 祐太氏による道徳講演会 校外・活動体験が行われました 

 

開校記念日を迎えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月２日（月） 教育相談日⑥ 

   ３日（火） ３年校外活動・体験発表会 

   ４日（水） 局専・学年協 

         図書長期貸出（～24日） 

   ５日（木） ２年校外活動・体験発表会 

   ６日（金） １年校外活動・体験発表会 

   ９日（月） C時間割開始 

         職員会議         

１０日（水） PTA資源回収日 

１２日（木） 期末懇談（～１８日） 

１９日（木） 清掃徹底日（～２５日） 

２０日（金） 校内研修会・完全下校 

２５日（水） ２学期終業式・各種報告会 

       ３年第４回定期テスト範囲発表 

       公立高校願書配付 

２６日（木） 冬季休業日（１月１３日） 

 

＊あくまでも予定です。後ほど確定版の行事予定が配

付されます。学校ホームページでも公開されます。 

 

本校は今年度、開校２８年目を迎えました。１１月１日は本校の開校記念日でした。開校記念日を迎

え本校の歴史について、改めて簡単に紹介します。本校は、住宅開発が進む平岡地区に、地域の方々の

強い要請と期待のもと、札幌市内９２番目の中学校として、平成４年（１９９２年）に開校しました。

平成３年（１９９１年）１１月１日は、初代校長 奥 良幸先生、初代教頭 武山 将先生が発令にな

った日であり、本校の校章が制定された日でもあります。そのようなことから、開校記念日が１１月１

日となったのです。本校の校歌の作詞者は、奥 良幸校長先生、校章のデザインは、武山 将教頭先生

です。平成４年３月２５日、移籍生徒受け入れ式が行われ、平岡中学校から１４６名、北野中学校から

３２６名が移籍し、翌日の３月２６日に開校式が行なわれました。平成９年度（１９９７～９８年）に

は、全校生徒約８５０名、２３学級となりましたが、平成９年度をピークに生徒数は減少し、現在、全

校生徒数４４８名、１３学級・特別支援学級２学級の札幌市内では、中規模学校となっています。今後

とも、本校の教育活動につきまして、ご理解とご支援をよろしくお願いします。 

１１月５日（月）、全校道徳講演会が行われまし

た。講師には、北海道教育大学岩見沢校准教授 大山 

祐太氏による「共生社会の実現に向けたスポーツの実

践 アダプテッド・スポーツを通して」と言うテーマ

で講演をしていただきました。生徒たちは、先生のパ

ワーポイントでの説明を聞いたり、実際に競技で使わ

れている道具を使わせてもらったりし、とても興味深

く集中して参加していました。 

総合的な学習の時間の活動の一つになる「校外活

動・体験」が行われました。１年生は１１月２１日

（木）に清田区にある老人ホームや介護施設、障害

者施設を訪問し職場体験をさせていただきました。

２年生と３年生は１１月２０日（水）に行われ、２

年生はいろいろな職種の職場体験をさせていただ

き、３年生は、大学や専門学校などの上級学校へ訪

問し学習を深めました。１２月には学年ごとに発表

会も行われます。保護者の方も参観が可能ですの

で、ぜひご参加ください。 


